
アスマン通風乾湿計による温度、相対湿度の測定方法

アスマン通風乾湿計は、輻射熱の影響を防ぐために金属製の管内に棒状温度計（乾球、湿球）を

入れたもので、温度計の球部に5ｍ／秒程度の気流を当て、乾球の示度を読み取る。注意点として、

応答が遅いので、屋外を測定した後室内を測定する場合（逆の場合も同様）は、周囲の環境に十分

に馴染ませる必要がある。また、気流速度の確保が重要である。

１．ゼンマイ式と電動式があるが電動式はアダプターを接続するか電池を入れる。（図１）

２．湿球温度計の球部に巻いてあるガーゼにスポイトを使って蒸留水を給水する。（図２）

【注意】 ・水をつけ過ぎて、したたり落ちるようであれば軽く拭き取る。

・金属円筒に水がついた場合はきれいに拭き取る。

・ガーゼが金属円筒に触れないようにする。（湿度が高く出る）

・ガーゼはきれいな状態にしておく。

３．三脚に取り付け、測定する場所に設置。（机上の高さ）

４．電源を入れ、温度計の値が一定になるのを待つ（数分間）

（一度、値を読んでから１分ほどたってから読んで変わりなければ良い）

５．乾球と湿球の温度を読む。

６．附属の換算表から相対湿度を求める。（図３）
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